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「
裕

次

郎

の

世

界

」

（
第
三
十
九
回
）

み
ん
な
に
愛
さ
れ
た
石
原
裕
次
郎

さ
ん
。
こ
の
た
び
1
7回
忌
法
要
に
合

わ
せ
、
フ
ァ
ン
を
無
料
招
待
す
る
特

別
映

画
の
上
映

会
が
行

わ
れ
た

。

当
選
者
３
万
人
に
対
し
て
4
7

万
通
の
応
募
は
が
き
が
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、

実
は
、
私
は
裕
次
郎
さ

ん
と
一
緒
に
い
た
の

で
あ
る
。

札
幌
市
か
ら
4
0分

で
小
樽
駅
に
着
く
。

海
を
臨
む
街
に
は
潮

の
香
り
が
一
杯
だ
。
傍

ら

に
は

ヨ
ッ
ト

ハ

ー
バ
　
　

ー

１

．

波

に

浮

か

ぶ
白

い
　

Ｊ

ヨ

ッ
ト
が

よ
く
似
合

う

。

海
岸
に
沿

っ
て
少

し
歩
く
と

、

よ
う
や
く
憧
れ
の
石
原
裕
次

郎
記
念
館

に
到

着
。

さ

っ
そ

く
音
声

ガ
イ
ド

を
借

り
て

、

裕
次
郎

の
世
界

に

タ
イ
ム
ス

リ
ッ

プ

だ

。
イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

流
れ
て

く

る
の

が

、
石

原
ま

き
子

さ
ん
の
ナ

レ

ー
シ

ョ
ン

。
2
0数
個

の
セ

ク
シ

ョ
ン
に

分

け
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
俳
優
、
ス
タ

ー
、
歌
手
、
タ
フ
ガ
イ
、
芸
術
家
、

海
、
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
、
愛
と
青
春
、
仲

間
、
足
跡
な
ど
。
単
に
ポ
ス
タ
ー
や

ビ
デ
オ
、
廓
り
の
品
々
を
観
て
楽
し

め
る
だ
け
で
は
な
い
。
裕
次
郎
と
い

う
人
間

の
強

さ
や
優
し

さ

、

い
遣

り
を
肌

で
感

じ
る

。
思裕

次
郎

が
ス

ー
パ

ー
ス
タ

ー

に

な

り

え

た

理

由

は
何

だ
ろ

う

と
考

え
て

み

た
。

逞

し

い
生
命

力
と
と

も

に
、「
恋
の
町
札

幌
～
ブ

ラ

ン

デ

ー
グ

ラ

ス

」

の

よ

う

な

男

の

色

気

。

さ

ら

に

、

現

在

東

京

都

知

事

で

あ

る

兄

の

石
原
慎
太
郎

氏
が
芥
川

賞

を
受

賞

し

た
「
太

陽

の
季
節
」
な

ど

。
映
画

や

テ
レ

ビ
で
勇
気

づ
け
ら

れ
、

歌
で
癒
さ
れ
た
人
々
は
数

え

き
れ
な

い
。

命
日

７
月
1
7日

に
は
、「
夜
霧
よ
今

夜

も
あ
り
が
と
う
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
発

売
。

ず

っ
と
私

た
ち
の

心
の
中

で

生
き
続

け

る
裕
次
郎

さ

ん
に
、「
本
当

に
あ

り

が
と
う
」
と
思

い
を
伝

え
た

い
。

（
医
学

博
士

・
内

科
医

師
）
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